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騒
擾
と
違
警
罪

　
明
治
三
十
八
年
九
月
五
日
の
、
国
民
大
会
よ
り
、
「
警
察
焼
打
」
と
い
ふ
意
外
の
結
果
を
来



せ
し
か
ば
、
市

内
は
俄





に
無
警
察
の
状
態
に
陥
り
、
こ
れ
見
よ
と
い
ふ
風
に
、
態
々






袒




ぎ
て
大
道
を
濶
歩
す
る
も
の
、
自
慢
げ

に
跣
足





に
て
横
行
す
る
も
の
、
無
提
灯
に
て
車
を
曳

く
も
の
な
ど
、
違
警
罪







者
街
上
に
充
ち
、
転



た
寒
心






す
べ

き
こ
と
多
か
り
し
。

　
さ
れ
ば
、
人
心
恟

々








と
し
て
、
安
き
心
も
無
く
、
後
日
、
釣
船
の
宿
に
て
聴
く
所
に
よ
れ
ば
、
騒

擾







の

三
日
間
ば
か
り
は
、
釣
に
出
づ
る
者
と
て
は
絶
え
て
無
く
、
全
く
休
業
同
様
な
り
し
と
い
ふ
。
左

も
あ
る
べ
し
。

然
る
に
、
此
の
騒
々
し
き
ど
さ
く
さ
紛
れ
を
利
用
し
て
、
平
日
殺
生
禁
断
の
池
に
釣
垂
れ
て
、
霊
地
を
汚
し
、

一
時
の
快
を
貪
り
し
賤
民






の
多
か
り
し
は
、
嘆
か
は
し
き
の
至
り
な
り
し
。
当
時
、
漁
史
の
見
聞
せ
し
一
二
事

を
摘
録






し
て
、
後
日
の
記
念
と
せ
ん
か
。

　
釣
竿
、
奇

禍

を
買
は
ん
と
す

　
六
日
の
昼
、
来
客
の
話
に
「
僕
は
昨
日
、
危
く
災
難
を
蒙
る
所
で
あ
ッ
た
が
、
想
へ
ば
、
ぞ
ッ
と
す
る
」
と

い
ふ
。
「
国
民
大
会
見
物
に
で
も
出
掛
け
て
…
…
」
と
問
へ
ば
、
「
否



深
川
へ
お﹅
ぼ﹅
こ﹅
釣
に
出
か
け
、
日
暮
方
、
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例
の
如
く
釣
竿
を
担



ぎ
魚

籃

を
提

げ
て
、
尾
張
町
四
丁
目
の
角
か
ら
、
有
楽
町
に
入
る
と
、
只
事
な
ら
ぬ
騒
ら

し
い
。
変
だ
と
は
思
ッ
た
が
、
ぶ
ら
／
″
＼
電
車
の
路
に
従

い
て
進
む
と
、
愈




混

雑
を
極
め
て
た
が
、
突
然
後

方


か
ら
、
僕
の
背
を
つ
ゝ
く
者
が
有
ッ
た
。
振
り
返
ッ
て
見
る
と
、
四
十
ば
か
り
の
商
人
体








の
男
が
、
『
彼
方





、

其

様

な
刀
の
様
な
物
を
担
い
で
通
ッ
た
ら
、
飛
ん
だ
目
に
逢
ひ
ま
せ
う
』
と
注
意
さ
れ
た
。
『
何
か
有
る
の
で

す
か
』
と
聞
い
た
ら
、
『
今
し
も
、
内
務
大
臣
官
邸
は
こ
れ
〳
〵
で
、
』
と
、
官
民
斬
り
つ
斬
ら
れ
つ
の
修
羅





を
話
さ
れ
た
。
『
で
は
、
袋
を
外
し
、
竿
剥

き
出
し
に
し
て
、
往
き
ま
せ
う
』
と
言
ふ
と
、
『
そ
れ
が
好

い
で

せ
う
』
と
、
賛
成
し
て
く
れ
る
の
で
、
篤



く
礼
を
述
べ
て
別
れ
、
そ
れ
か
ら
、
竿
の
袋
を
剥
き
、
魚
籃
を
通
し

て
担
ぎ
、
百
雷
の
様
な
吶
喊






の
声
、
暗
夜
の
磯
の
怒
濤





の
様
な
闘

錚







の
声
を
、
遠
く
聞
き
な
が
ら
無
難
に
過

ぎ
る
こ
と
が
出
来
た
。
若

し
、
奇
特
者
の
忠
告
無
く
、
前
の
様
で
、
う
ッ
か
り
通
ッ
た
も
ん
な
ら
、
何

様

な
奇

禍
を
買
ッ
た
か
知
れ
な
か
ッ
た
が
」
と
言
へ
り
。
危





か
り
し
こ
と
か
な
。

　
浅
草
公
園
の
公
開
？
　
釣
堀

　
六
日
の
夜
は
、
流
言
の
如
く
、
又
焼
打
の
騒
ぎ
あ
り
、
翌
七
日
に
は
、
市
内
全
く
無
警
察
の
象





を
現
は
し
け

る
が
、
浅
草
公
園
の
池
に
て
は
、
咎
む
る
者
の
無
き
を
機

と
し
、
鯉



釣
大
繁
昌
と
の
報
を
得
た
り
。
釣
道






の
記

念
に
、
一
見
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
な
し
、
昼
飯
後
直
ち
に
、
入
谷





光
月
町
を
通
り
、
十
二
階
下
よ
り
、
公
園
第

六
区
の
池
の
端



に
、
漫
歩
遊
観









を
試
み
た
り
。
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到
り
観
れ
ば
、
話
し
に
勝



る
大
繁
昌
に
て
、
池
の
周
囲
に
は
、
立
錐
の
余
地
だ
に
無
く
、
黒
山
の
人
垣
を
築

け
り
。
常
に
は
、
見
世
物
場
の
間
に
散
在
し
て
営
業
す
る
所
の
「
引
懸
釣
」
、
そ
れ
さ
へ
見
物
人
は
、
店
内
に

充
溢
す
る
に
、
増
し
て
、
昨
日
一
昨
日









ま
で
は
礫
一
つ
打
つ
こ
と
な
ら
ざ
し
り
泉
水






の
、
尺
余
の
鯉
を
、
思
ふ

ま
ゝ
に
釣
り
勝
ち
取
り
勝
ち
し
得
べ
き
、
公
開
？
　
釣
堀
と
変
り
た
る
こ
と
な
れ
は
、
数

百
の
釣
手
、
数

千
の

見
物
の
、
蟻
集
麕
至









せ
し
も
、
素



よ
り
無
理
な
ら
ぬ
こ
と
に
て
、
た
ゞ
、
盛
な
り
と
い
ふ
べ
き
光
景
な
る
に
呆

れ
た
り
。

　
竿
持
て
る
人
々

　
中
島
に
橋
、
常
に
、
焼
麩





商
ふ
人
の
居
し
辺
は
、
全
く
往
来
止
め
の
群
衆
に
て
、
漁
史
は
、
一
寸






覗
き
か
け

し
も
足
を
進
む
べ
き
由
な
く
、
其
の
ま
ゝ
廻
り
て
、
交
番
の
焼
け
跡
の
方
に
到
り
、
つ
ま
立
て
ゝ
望
む
。

　
東
西
南
北
よ
り
、
池
の
心



さ
し
て
出
で
た
る
竿
は
、
幾
百
と
い
ふ
数
を
知
ら
ず
、
継
竿
、
丸
竿
、
蜻
蛉





釣
り

の
竿
其
の
ま
ゝ
、
凧



の
糸
付
け
し
も
少
か
ら
ず
見
え
し
。
片
手
を
岸
な
る
松
柳
に
か
け
た
る
も
の
、
足
を
団
石






の
上
に
進
め
、
猿
臂





を
伸
ば
せ
る
者
、
蹲
踞






し
て
煙
草
を
吹
く
者
、
全
く
釣
堀
の
光
景
其

の
ま
ゝ
な
り
。

　
竿
持
て
る
者
に
は
、
腹
が
け
に
切
絆
天









、
盲

縞







の
股
引
し
た
る
連
中
多
く
、
む
さ
ぐ
る
し
き
白
髪
の
老

翁
の
、
手
細
工
に
花
漆
を
か
け
た
と
い
う
風
の
、
竹
帽
子
を
被
れ
る
も
見
え
、
子
供
も
三
四
分
一
は
居
た
り
し

な
ら
ん
。
獲
物
の
獲
物
だ
け
に
、
普
通
の
小

魚

籃

に
て
は
、
役
に
立
た
ざ
る
為
め
か
、
或
は
、
一
時
の
酔
興
に
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過
ぎ
ざ
る
為
め
か
、
魚
籃
の
用
意
あ
る
は
少
か
り
し
。
た
ヾ
、
二
尺
五
六
寸
有
ら
ん
か
と
思
は
れ
し
、
棕
櫚
縄







つ
き
の
生
担






を
、
座
右
に
備
へ
し
男
も
有
り
し
が
、
こ
れ
等
は
、
一
時
の
出
来
心
と
も
言
ひ
難
く
、
罪
深
き
部

類
の
一
人
な
り
し
な
る
べ
し
。

　
万
歳
の
声

　
平
日
、
焼
麩





一
つ
投
ず
れ
ば
、
折
重
り
て
群
れ
を
成
し
、
噞
※






の
集
団
を
波
際
に
形
作
る
程
に
飼
ひ
馴
ら
せ

る
鯉
な
れ
ば
、
之
を
釣
り
挙
ぐ
る
に
、
術
も
手
練
も
要
す
べ
き
筈
な
く
、
岩

丈







の
仕
掛
に
て
、
力
ッ
こ
に
挙

げ
さ
へ
す
れ
ば
、
寝

子

も
赤
子






も
釣
り
得
べ
き
な
り
。
目
の
前
な
る
、
三
十
歳
近
く
の
、
蕎
麦
屋
の
出
前
持
ら

し
き
風
体






の
男
、
水
際
に
て
引
き
つ
引
か
れ
つ
相
闘
ひ
し
上
、
二
尺
許





の
を
一
本
挙
げ
た
り
し
が
、
観
衆
忽





ち

百
雷
の
轟
く
如
き
声
し
て
「
万
歳
」
を
叫
べ
り
。

　
続
き
て
、
対
ふ
岸
に
て
又
一
本
挙
げ
し
が
、
又
「
万
歳
」
の
声
起
れ
り
。
一
本
を
挙
ぐ
る
毎
に
、
こ
の
歓
声

を
放
つ
例
な
る
べ
し
と
思
ひ
き
。

　
こ
の
衆



き
釣
師
、
見
物
人
の
外
に
、
一
種
異
り
た
る
者
の
奔
走
す
る
を
見
る
。
長
柄





の
玉

網

を
手
に
し
、
釣

り
上
ぐ
る
者
を
見
る
毎



に
、
即
ち
馳
せ
て
其
の
人
に
近
寄
り
、
抄



ひ
て
手
伝
ふ
を
仕
事
と
す
る
、
奇
特
者







？
　

な
り
。
狂
態
も
是



に
至
り
て
極
ま
れ
り
。
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釣
師
の
偵
察
隊

　
彼
方





此
方





に
て
、
一
本
を
挙
ぐ
る
毎
に
「
万
歳
」
の
叫
び
を
聴
き
し
が
、
此
時
、
誰
の
口
よ
り
か
「
来
た
〳

〵
」
と
い
ふ
声
響
く
。
一
同
は
、
竿
を
挙
げ
て
故





ら
に
他
方
を
向
き
、
相
知
ら
ざ
る
様
を
粧
ひ
た
り
。
何
事
ぞ

と
思
ひ
し
に
、
巡
査
の
来
れ
る
な
り
し
。
偵
察
隊
よ
り
「
巡
査
見
ゆ
」
と
の
信
号
を
受
け
、
一
時
釣
を
休
め
し

も
の
と
知
ら
れ
た
り
。
さ
て
其
の
過
ぎ
行
く
に
及
び
、
又
忽





ち
池
を
取
り
囲
み
て
鈎



を
お
ろ
せ
し
は
、
前
の
如

し
。
哨

兵







つ
き
の
釣
と
は
、
一
生
に
再
び
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。

　
間
も
無
く
、
「
万
歳
」
声
裡





に
、
又
一
本
を
挙
げ
た
る
者
あ
り
し
が
、
少
し
も
喜
べ
る
色
な
く
、
「
何
だ
緋

鯉
か
。
誰
に
か
や
ら
う
」
と
い
ふ
声
の
下
よ
り
、
十
歳
許





の
小
児
、
「
伯
父
さ
ん
私
に
頂
戴
」
と
乞
ふ
。
「
な

ァ
に
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
は
無
い
よ
。
肉

が
少
し
柔
い
が
…
…
。
」
と
、
之
を
外
し
与
ふ
れ
ば
、
小
児
は
裾
に

包
み
、
一
走






り
に
走
り
去
れ
り
。

　
此
の
男
、
又
一
本
釣
り
挙
げ
し
が
、
「
型
が
気
に
喰
は
ぬ
」
と
て
、
亦



、
傍




に

見
物
せ
る
男
に
与
へ
た
り
。

普
通
の
釣
師
は
、
三
日
四
日
の
辛
抱
に
て
、
「
跳
ッ
返
り
」
一
本
挙
げ
て
さ
へ
、
尺
璧






の
喜
び
に
て
、
幾
た
び

か
魚

籃

の
内
を
覗
き
愛

賞







措

か
ざ
る
に
、
尺
余
の
鯉
を
、
吝
気





も
な
く
与
へ
て
、
だ
ぼ
沙

魚

一
疋



程
に
も
思

は
ざ
る
は
、
西
行
法
師
の
洒
脱
に
も
似
た
る
贅
沢
無
慾
の
釣
師
か
な
と
感
じ
き
。
聴
け
ば
、
一
人
に
て
、
七
八

本
を
貰
ひ
た
る
者
も
少
か
ら
ず
と
い
ふ
。
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鯉
の
当
り
年
か

　
歩
を
移
し
、
対
ふ
岸
に
立
ち
て
観
け
る
内
、
目
の
前
な
る
老
人
、
其
の
隣
り
な
る
釣
り
手
に
向
ひ
「
随
分
の

釣
手





だ
ね
。
釣
堀
も
、
此
位
に
繁
昌
す
れ
ば
大
中



り
だ
が
」
と
言
ひ
け
る
に
、
「
此
れ
だ
け
の
大
中



り
を
占
め

ら
れ
た
ら
、
開
業
二
三
日
で
破
産
し
ま
せ
う
よ
。
其

処

な
小
僧
奴
な
ん
ざ
、
朝
か
ら
十
六
七
本
挙
げ
や
が
ッ
た

か
ら
、
慥



か
に
三
四
円
の
働
き
は
為

て
ま
す
わ
」
と
て
、
指
さ
せ
る
小
僧
を
見
れ
ば
、
膝
き
り
の
シ
ャ
ツ
一
枚

着
た
る
、
十
二
三
歳
の
少
年
な
り
し
。
想
ふ
に
、
此
の
界
隈
の
家
々
、
此
処
二
三
日
の
総
菜






も
の
は
鯉
づ
く
め

の
料
理
な
り
し
な
る
べ
し
。
彼

の
お
鯉
御
前
は
、
大
臣
の
お
目
に
留
り
、
氏



無

く
し
て
玉
の
馬
車
に
乗
り
、
此

の
公
園
の
鯉
は
、
罪
無
く
し
て
弥
次
馬
の
錆
鈎






に
懸
り
、
貧
民
窟
の
チ
ャ
ブ
台
を
賑
は
す
。
真
に
今
歳
は
、
鯉

の
当
り
年
な
る
か
な
な
ど
、
詰



ら
ぬ
空
想
を
馳
せ
て
見
物
す
。

　
放
生
池
の
小
亀

　
た
と
ひ
自
ら
は
、
竿
を
執
ら
ざ
る
に
せ
よ
、
快
き
気
も
せ
ざ
れ
ば
、
間
も
な
く
此
処
を
去
り
し
が
、
観
音
堂

手
前
に
到
り
て
、
亦



一
の
狼
籍






た
る
様
を
目
撃
せ
り
。
即
ち
、
淡
島






さ
ま
前
な
る
小
池
は
、
田
圃
に
於
け
る
掻



堀


同
様
、
泥
ま
み
れ
の
老
若
入
り
乱
れ
て
こ
ね
廻
し
居
け
り
。
さ
れ
ば
、
常
に
、
水
の
面



、
石
の
上
に
、
群
を

成
し
て
遊
べ
る
放

生







の
石
亀






は
、
絶
え
て
其
の
影
だ
に
無
く
、
今
争
ひ
捜
せ
る
人
々
も
、
目
的
は
石
亀
に
在
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り
し
や
明




な

り
し
。
中
に
は
、
「
捕
て
も
構



え
ね
い
だ
が
、
捕
り
た
く
も
亀
は
居
ね
い
の
だ
」
な
ど
高
笑
ひ
の

声
も
聴
ゆ
。

　
三
時
過
ぎ
、
家



に
帰
り
け
る
が
、
後
に
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
此
日
、
市
ヶ
谷
見
付
辺



の
濠

渠

も
、
夥




し

き
釣



客




な
り
し
と
ぞ
。
戒
厳
令
布
か
れ
た
る
号
外
売
る
鈴
の
音
喧





き

裡
に
在
り
て
、
泰
然
釣
を
垂
れ
、
世

事

を
一

笑
に
附
し
去
り
て
顧
み
ず
。
釣
者
誠
に
仙
客






な
る
か
な
仙
客
な
る
か
な
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
集
成
　
日
本
の
釣
り
文
学
　
第
九
巻
　
釣
り
話
　
魚
話
」
作
品
社

　
　
　1996
（
平
成8

）
年10

月10

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
釣
遊
秘
術
　
釣
師
気
質
」
博
文
館

　
　
　1906

（
明
治39
）
年12

月
発
行

※
ル
ビ
を
新
仮
名
遣
い
と
す
る
扱
い
は
、
底
本
通
り
に
し
ま
し
た
。

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
土
屋
隆

2006

年10

月24

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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